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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
お
よ
び
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
当
組
合
の
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
２
５
年
は
、「
大
阪
・
関
西
万
博
」が
開
催
さ
れ
、

会
場
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
経
済

効
果
や
観
光
振
興
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
分
野

で
は
、
前
年
か
ら
続
い
た
米
価
高
騰
や
、
世
界
的
な
抹

茶
需
要
の
影
響
に
よ
る
茶
価
高
騰
な
ど
が
見
ら
れ
た
一

方
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、

農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
が
定
め

た「
国
際
協
同
組
合
年
」と
し
て
、
世
界
的
に
協
同
組
合

の
理
念
や
役
割
が
注
目
さ
れ
る
中
、
改
め
て
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

謹
賀
新
年

２
０
２
６
年
は
、
昨
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｊ

Ａ
遠
州
中
央
の
３
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
の
未
来

と
地
域
社
会
の
発
展
を
見
据
え
、
元
気
で
魅
力
あ
る
農

業
と
、
組
合
員
お
よ
び
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
豊
か
な

く
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

経
営
管
理
委
員
会
会
長　
　
　
　

安
田　

博
俊

代
表
理
事
理
事
長　
　
　
　
　
　

山
田　

耕
司

代
表
理
事
専
務　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

均　

常
務
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

忠
彦

常
務
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

永
司

常
勤
監
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

誠
人

ほ
か
役
職
員
一
同

撮
影
場
所
…
森
町
円
田

新年のごあいさつ

経営管理委員会会長

安
やす

田
だ

 博
ひろ

俊
とし

これからも農と食を通じて、
組合員・地域とともに
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2 新年のごあいさつ

4 ふるさと瞬景

6 特集

持続可能な農業を目指す
循環型農業

10 この人に聞く

12 農で輝く人

13 わッ！女性部

14 楽しい家庭菜園
どっさりキッチン

16 ときめきトピックス

18 インフォメーション

20 店舗統廃合および店舗移転のお知らせ

いきいき健康クリニック

21 定期貯金　プレミアムセレクト

22 おたより掲示板

まちがい探し

23 ときめきすまいる

編集後記

秋
葉
大
天
狗
の
高
下
駄

秋
葉
大
天
狗
の
高
下
駄

（
天
竜
区
春
野
町
）

（
天
竜
区
春
野
町
）

秋
葉
神
社
下
社
の
麓
に
た
た
ず
む

秋
葉
神
社
下
社
の
麓
に
た
た
ず
む

迫
力
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

迫
力
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

火
伏
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る

火
伏
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る

秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
が
飛
び
立
っ
た
際
に

秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
が
飛
び
立
っ
た
際
に

残
し
た
と
い
う
高
下
駄
の
跡
か
ら

残
し
た
と
い
う
高
下
駄
の
跡
か
ら

大
き
さ
を
再
現
し
て
作
ら
れ
た

大
き
さ
を
再
現
し
て
作
ら
れ
た

高
下
駄
に
は
小
さ
な
天
狗
像
が
座
し
て
お
り

高
下
駄
に
は
小
さ
な
天
狗
像
が
座
し
て
お
り

天
狗
伝
説
が
息
づ
く
春
野
町
を

天
狗
伝
説
が
息
づ
く
春
野
町
を

象
徴
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て

象
徴
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て

多
く
の
観
光
客
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い
る

多
く
の
観
光
客
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い
る

N

秋葉大天狗の高下駄

気
田
川

秋葉山本宮
秋葉神社下社

●

春野ふれあい公園
●

天竜高校
春野校舎
●

362

●所在地／天竜区春野町領家

●交　通／国道362号線沿い…
　　　　　（秋葉神社下社への分岐点入口付近）
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TOKIMEKI
CONTENTS

撮影場所／撮影場所／天竜区春野町領家天竜区春野町領家
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持続
可能な農業を目指す

“水田３倍活用”

循環型農業
　現在、世界中の企業や団体は、環境問題をテーマにさまざまな事業や活動をしてい
ると言っても過言ではありません。特に、2015年以降は、SDGs（持続可能な17の開
発目標）の登場により、環境問題はより強固なテーマとなりました。また農林水産省は
2021年5月より、食料・農林水産業の生産力向上と、環境負荷の低減をイノベーショ
ンによって両立させることを目指し、「みどりの食料システム戦略」を策定しました。
　環境問題は農業に大きく関わっていて、土壌汚染をはじめ、環境へのさまざまな悪
影響が指摘されています。また、地球温暖化の影響によりこれまでの栽培スタイルの
農業を今後も続けていくことは、環境問題の視点から難しくなるかもしれません。
　そのような背景から、持続可能な農業として「循環型農業」が注目されています。今
回は、循環型農業に取り組むことによるメリット・デメリットや、JAが取り組んでい
る具体的な事例などを紹介します。

　循環型農業とは、化学肥料や農薬の使用を抑えながら、家畜の排泄物や食品残渣などを資源として活用し、自然環境への負荷を
軽減しながら資源を循環させる農業システムです。この農業は、持続可能な社会の実現に向け、環境保全と食の安全に貢献します。
　農産物の収穫後に残るわらや野菜くずを家畜の飼料として、その家畜の排泄物から堆肥を作り、その堆肥を農産物の栽培に利用
するといった形で資源を循環させます。これにより、土壌の健康を維持し、持続的な農業生産を目指します。

特 集 持続可能な農業を目指す　循環型農業

メリット デメリット
●�環境負荷の低減 ： 化学肥料や農薬の使用を抑え、
温室効果ガスの排出量を削減します。

●�土壌の質向上 ： 堆肥の利用により土壌が豊かにな
り、生物多様性の保全にもつながります。

●�農業コストの削減 ： 農場で発生する資源を活用す
ることで、肥料や農薬の購入費用を削減できます。

●�持続可能性の向上 ： 資源の再利用を通じて、長期
的に安定した農業生産を可能にします。

　米農家と畜産農家が協力して、有機資源を
活用した良質な堆肥生産に取り組んでいます。
米収穫時に出る稲わらを地元畜産農家が自給
飼料収穫機械を使って回収し、牛の餌にします。
稲わらを食べた牛が排泄した牛ふんを周智郡
森町にある「森の土づくりセンター」で堆肥に作
り変えて、再び水田にまきます。
　こうして作られた堆肥は、無駄が少なく環境
にやさしい堆肥として、静岡県畜産堆肥共励会
で最優秀を受賞したこともあるんですよ！

　実は、JA遠州中央管内の森町で生産されているレタスやト
ウモロコシは、米を作る「水田」で行なわれています。これは、水
田を有効活用するために生産者が考え出したもので、基本的に
「レタス→トウモロコシ→米→レタス」のサイクルで作付けされ
ています。
　水田で作ることで土の中の雑菌が除かれ、連作障害※の防止
につながるのが特徴です。また、１年半で３種類の作物を栽培で
きて生産性も上がります。この水田にも、もちろん「森の土づくり
センター」で作られた堆肥が使われています！
　環境にやさしく、おいしい農産物を作りながら、生産者の農業
所得向上にも役立っているんですね！
※連作障害…同じ場所で同じ作物を繰り返し栽培することで、生育不良や収
量低下を引き起こす現象

●�生産の不安定性 ： 化学肥料や農薬に頼らないため、天候
や土壌環境に収量が左右されやすく、安定した生産までに時
間を要する場合があります。

●�病害虫のリスク ： 化学合成農薬の使用を控えるため、病害
虫による被害のリスクが高まる可能性があります。

●�知識と技術の必要性 ： 従来の農業とは異なる専門的な知
識や技術（土壌管理、堆肥作りなど）の習得が求められます。

●�初期投資 ： 循環型農業を始めるにあたり、初期設備の導入
や資材の準備にコストがかかることがあります。

米収穫時に出る稲わらを
畜産農家が回収

排泄された牛ふんを
「森の土づくりセンター」へ

回収した稲わらを
牛に食べさせる

水田へ施して
また新しい米ができる

堆肥が出来上がる

畑（水田）の有効活用による年間作付けスケジュール

コ メ

トウモロコシ

レタス

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

循環型農業って？

有機資源循環型農業って知ってる？

こんなこともやっている！
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　「水田３倍活用」は、かつて先輩方が考案した森町の農業を発展させるための戦略的農
業で、静岡県の雪が降らない温暖な気候だからこそ実現できています。また、小さな町で栽
培面積の確保が難しい条件の中でも工夫して行なっているもので、それによって森町の生
産者の農業所得は安定しています。
　森の土づくりセンターで作られた堆肥は、栄養分をたっぷり含み、土に混ぜると土壌内の
微生物を増やし、多様化させます。微生物の働きにより、有機物の分解が促進され、植物が
吸収しやすい養分が供給されていきます。その他にも、土壌の団粒構造を形成し、通気性や
保水性、排水性を高めます。これにより、根が伸びやすくなり、根腐れや病気の発生を防ぐ効
果もあります。
　しかし、堆肥だけでは十分な養分を補えないため、私はJAが低価格で販売している「5JA
粒状レタス一発」という有機化成肥料も使っています。この肥料には有機肥料が38％含ま
れ、その他にもCDU※1やIB※2など、持続効果の高い化成肥料が配合され、堆肥だけではカ
バーしきれない栄養分を補給してくれます。この堆肥と有機化成肥料の割合を調整すること
で、環境にやさしい農業を行ないながら農産物を安定的に生産することができています。
　今後も、森町の堆肥とJAの有機化成肥料を上手に使いながら持続可能な農業の実現と、
おいしい農産物の生産をしていきます。また、新しい農業に挑戦して森町をもっと盛り上げ、
次世代にも技術を継承していきます。

※1　CDU…… �尿素とアセトアルデヒドを反応させて作られる緩効性窒素肥料。土壌中の微生物によってゆっく
りと分解され、植物が利用できる形に変わるため、肥効が長く持続する。

※2　IB……… �イソブチリデンジウレア（IBDU）を主成分とする緩効性肥料。窒素成分をゆっくりと放出するため、
植物への急激な栄養供給を防ぎ、長期間にわたって効果が持続する。

　JAでは、森の土づくりセンターで作った堆肥の利用を生産者にすすめています。堆肥の利
用は、化成肥料を減らし環境にやさしい農業を行なうことができるだけでなく、生産資材コス
トの負担を軽減させることができます。また、土壌分析は圃場を作る前には必ず行なうように
指導し、おいしい農産物を安定的に生産できるよう、とにかく土づくりにこだわっています。
　夏になると各地から買い求める方が多い「森のとうもろこし」は、森町の堆肥をレタスの圃
場にまき、レタスの生産終了後に栄養分がたっぷり含まれた土壌でトウモロコシを栽培する
ことで、実が大きく甘くておいしいトウモロコシを生産することができています。森町で行なう
循環型農業は、持続可能なだけではなく、おいしい農産物を作るためにも必要不可欠です。
　生産者の皆さんは、栽培カレンダーを使って部会を中心に情報交換をしながら、安定的
な農業を行なう意識が高いです。そのおかげで計画的な生産・出荷ができて、販売先市場
から高い評価をいただいています。また、JAと協力して農業を盛り上げようという気持ちが強
く、いつも私を頼ってくれます。そんな皆さんに恩返しができるようにこれからも切磋琢磨しな
がら地域農業の発展に努めていきたいと思います。

申込みは、お近くの営農センター・店まで！

　分析センターは2009年度、園芸流通センター内
に土壌と残留農薬について分析する部署として設
立しました。管内の農地をより一層作物栽培に適し
た土壌にするためにはどうすれば良いか、農薬が適
正に使用されているかどうかについて正確に分析し、
診断結果に基づいて生産者の皆さんへアドバイスを
行なうことで、安全・安心で環境にやさしい農産物
の生産を目指しています。
　土壌分析は診断書通りに改良材などを施用して
もすぐに土壌が健全
になるとは限りませ
ん。生産者の皆さん
には継続的な分析と
管理をお願いします。
　皆さんご協力をお
願いします！

森町の生産者

佐
さ

野
の

 和
かず

幸
ゆき

さん

分析センター センター長

佐
さ

々
さ

木
き

 剛
ごう

土壌分析の流れ 分析センターってどんなところ？
　安全・安心かつ良質な農産物を生産するためには、養分・水
分を供給し育てる場である土壌が重要な役割を担っています。
　有機肥料だけでは、養分のバランスの乱れや病虫害への抵
抗性を低下させるなどの要因になります。そこで、化学肥料に頼
ることで天候に左右されず安定的に質の良い農産物が生産で
きます。しかし、化学肥料のやりすぎは無駄遣いであるだけでな
く、土壌の性質をも変えてしまう場合や土壌や河川の水質汚染
にもつながる場合があります。そのため、有機肥料と化学肥料の
バランスを保ち、適切な施肥に基づく「土づくり」が必要不可欠
です。
　そこで、土壌分析によって土の中の養分を把握することで、土
壌の状況を客観的に明らかにし、今後の管理の方針を決める
基本的情報とします。
　分析結果によって、改善点がある場合には、土壌養分含有量
に応じた適正な施肥を提案することで農作物生産コストを削減
し、土壌と河川の汚染を防ぎ環境保全に努めています。

土の採取
　生産者が分析を行なう圃場
の土を採取します。
　採取量は150ｇ。必ず乾燥させて2mm以下のふる
いでふるって集めます。

1

土壌分析依頼書に記入
　土壌分析依頼書に、氏名や住所、作物、作
型、圃場名、分析項目など必要事項を記入し
ます。主な分析項目はPH、EC、CEC、石灰、
苦土、加里、リン酸、リン酸吸収係数、腐植、硝
酸態窒素、アンモニア態窒素などです。水稲
の場合はケイ酸の分析も行ないます。

2

営農経済店舗へ搬入
　「土壌分析依頼書」と土壌を指定の営農センター・
店へ搬入し、分析結果を待ちます。分析結果は分析
項目によって異なりますが、「畑必須」「水稲必須」で
あれば土壌到着後12～20日程度で完了します。

3

分析センターへ搬入・分析
　JA職員が土壌を分析センターに搬入し、受付しま
す。搬入前には、依頼書の記入漏れや乾燥させふる
いにかけた土壌かどうかをチェックします。 JA静岡経
済連の専門機関に送り、分析結果を待ちます。

4

診断書の配布・指導
　分析結果をもとに、分析センター
で診断書を作成します。本店指導
員や営農センター・店のe-commit
の職員が確認を行なって、依頼主
の生産者へお届けします。

5

診断書の活用
　診断書を参考に、土壌改良材や
元肥の施用を行ないます。

6

特 集 持続可能な農業を目指す　循環型農業

分析センターのひみつ
環境にやさしい土づくりのために

1984年、森町生まれ。米、
レタス、トウモロコシを生
産している。
趣味は、読書。農業や政治、
環境などジャンルを問わず
さまざまな分野の本を読む。
健康に気を使い、特に和食
を中心とした食生活を心掛
け、日々の体調管理に努め
ている。

森営農センター

鶴
つる

見
み

 祐
ゆう

介
すけ
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災害時に有効な防災フェンス

ククデココ防災ショップと看板

消防団長として現場を指揮

活用されている雨水ろ過装置

※フェーズフリー…�平常時と非常時の区別をなく
し、普段使っているものや
サービスをそのまま「もしも」
の時に役立てることで特別な
準備をしなくても防災につな
がる考え方

　

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、

防
災
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

防
災
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
や
防
災
に
つ
い
て
の
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
通
じ
防
災
意
識
の
普
及
に
力
を
注
ぐ
髙
橋
竜
二
さ
ん
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

日常生活に防災を
みんなで生きる

番
大
切
に
し
て
い
た
の
は「
聞
く
こ
と
」で

す
。
一
団
員
、
一
市
民
の
声
を
し
っ
か
り

聞
き
、
み
ん
な
の
意
見
を
集
め
て
、
よ
り

良
い
方
向
に
決
断
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
消
防
団
の
式
典
当
日
に
管
内
で
火

災
が
発
生
し
た
こ
と
で
す
。
火
災
の
状
況

を
瞬
時
に
判
断
し
て
、
方
面
隊
ご
と
に
分

け
て
迅
速
に
対
応
し
、
１
時
間
遅
れ
で
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。「
火
災
が
あ
っ
た
日

に
式
典
を
や
る
の
か
」と
の
批
判
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
消
防
団
と
し
て

式
典
も
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
、
決
断
し

ま
し
た
。
消
防
団
長
と
し
て
火
災
や
救
助

の
現
場
を
指
揮
し
た
経
験
を
重
ね
る
中
で
、

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
現
実
を
肌
で
感
じ
、
普
段
か
ら
の
備
え

や
防
災
意
識
の
大
切
さ
を
強
く
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

防
災
へ
の
想
い
を
形
に

　

消
防
団
長
と
し
て
火
災
や
救
助
の
現
場

を
指
揮
し
た
経
験
を
生
か
し
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
危
機
意
識
を
共
有
で
き
る
仲

間
が
集
ま
り
、
２
０
１
９
年
に「
ク
ク
デ
コ

コ
企
業
組
合
」を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
２
５
年
８
月
に
は
磐
田
市
岩
井
に
防

災
シ
ョ
ッ
プ
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
店

舗
の
敷
地
内
に
は
雨
水
ろ
過
装
置
や
防
災

用
ト
イ
レ
、
電
源
供
給
シ
ス
テ
ム
を
設
置

挑
戦
と
表
現
の
原
点

　

私
は
袋
井
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
の

小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
親
元
を
離
れ
、

親
戚
の
家
に
住
み
込
み
な
が
ら
浜
松
市
の

高
校
に
通
い
ま
し
た
。も
と
も
と
誰
も
や
っ

て
い
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が
好
き
で
、

進
学
先
も
周
囲
が
選
ば
な
い
道
を
選
び
ま

し
た
。
高
校
時
代
は
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ

た
ダ
ン
ス
に
取
り
組
み
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
も
通
っ
て
、
歌
手
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
母
も
歌
手
を
夢
見
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
私
の
挑
戦
を
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。
歌
手
へ
の
道
は
厳
し
く
断
念
し

ま
し
た
が
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に

触
れ
る
こ
と
で
人
と
関
わ
る
こ
と
や
自
分

を
表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
、
自
然
に
地
域
の
活
動
に
も
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
を
守
る
責
任

　

30
代
に
な
る
と
、
地
元
の
消
防
団
に
加

入
し
分
団
長
を
経
て
、
縁
あ
っ
て
団
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
団

長
に
な
っ
た
当
時
は
、
ち
ょ
う
ど
袋
井
市

消
防
団
の
転
機
で
あ
り
、
組
織
の
立
て
直

し
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
５
９
４
人
の
団
員

の
命
を
預
か
り
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
い
う
大
き
な
使
命
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
団
長
と
し
て
一

し
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

業
者
さ
ん
に
も
建
物
の
一
部
を
貸
し
出
し
、

災
害
時
に
も
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ク
ク

デ
コ
コ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
元
自
衛
隊
員
や

薬
剤
師
な
ど
、多
様
な
職
業
の
方
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
知
識
を

生
か
し
て
、
災
害
時
に
ス
ト
レ
ス
の
少
な

い
生
活
を
多
方
面
か
ら
提
案
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
」

と
よ
く
口
に
し
ま
す
が
、
本
当
に
意
識
し

て
備
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
災

害
が
起
き
て
も
皆
さ
ん
が
ス
ト
レ
ス
な
く

生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
想
い

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
私
た
ち
か

ら
多
く
の
も
の
を
容
赦
な
く
奪
っ
て
い
き

ま
す
。
一
番
の
防
災
は
安
全
な
場
所
に
住

む
こ
と
で
す
が
、
住
む
場
所
を
簡
単
に
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

普
段
か
ら「
あ
る
も
の
」に
目
を
向
け
て
備

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
常
で
で
き
な

い
こ
と
は
、
災
害
時
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
車
に
荷
物

を
積
ん
で
お
く
、
避
難
場
所
を
普
段
か
ら

考
え
て
お
く
な
ど
、
※
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

考
え
方
を
持
ち
、
日
常
の
延
長
で
防
災
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
今
の
子

ど
も
た
ち
は
便
利
な
生
活
に
慣
れ
て
い
る

分
、
災
害
時
に
は
弱
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

物
の
な
い
生
活
を
体
験
し
た
り
、
防
災
グ
ッ

ズ
を
実
際
に
使
っ
た
り
、
非
常
食
を
日
常
か

ら
食
べ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　

自
治
会
の
方
々
も
防
災
グ
ッ
ズ
を
購
入

し
に
来
て
く
れ
ま
す
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
シ
ョ
ッ
プ
で
は
実
演
し
な
が
ら
購

入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
講
演

や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
防
災

意
識
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。備

え
を
し
て
い
く
大
切
さ

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
が
想
定
さ
れ

て
い
る
静
岡
県
で
は
、
防
災
は
決
し
て
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
備
え
へ
の

意
識
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

防
災
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
た
り
、
講
演
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
皆
さ
ん
の
助
け

に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
日
常
の
中
で
防
災
を
意
識

し
、
備
え
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の

安
全
と
安
心
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

50歳　袋井市川会
１９７５（昭和50）年、袋井市生まれ。リラックス方法はマッサージや
音楽鑑賞。スピリチュアルなことにも興味・関心があり、自身の生
活や行動に取り入れている。髙

たか

橋
はし

 竜
りゅう

二
じ

さん

ククデココ企業組合　代表理事



私の女性部エピソード！

女性部

　

　　
　

～みんなとともに ☆地域で輝け☆ 世代をこえて！～
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森
町
の
農
業
を
通
じ
て

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

杉す
ぎ

本も
と 

寛ひ
ろ

登と

さ
ん

栽培
品目

 

─ 

茶
、
レ
タ
ス

このページや女性部に関するお問合わせ
営農企画課　☎0538-36-7014

ベ
テ
ラ
ン
２
人
の
背
中
を
見
て

　

地
元
の
企
業
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
祖
父
が
農
業
を
営
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
２
０
２
４
年
に
就
農
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
は
親
し
み
が

あ
り
、
い
つ
か
は
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
経
験
し
て
み
る
と
、

日
々
変
化
す
る
天
気
や
気
候
に
左
右
さ
れ

る
環
境
の
中
で
、
安
定
的
に
生
産
す
る
こ

と
の
難
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
祖
父

や
叔
父
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
２
人
の
仕
事
の
速
さ
や

先
を
読
む
力
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
も
経
験
を
積
ん
で
、
い
つ
か
は

尊
敬
す
る
２
人
の
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、
話
し
合
い

な
が
ら
協
力
し
て
農
業
が
で
き
る
環
境
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
作
っ
た
農
産
物
を
食
べ

て
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
人
の
笑
顔

に
も
励
ま
さ
れ
、
就
農
し
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
楽
し
み
た
い

　

青
年
部
の
活
動
で
は
、「
森
町
農
業
小
学

校
」と
い
う
企
画
を
１
年
通
し
て
行
な
っ
て

い
ま
す
。
題
し
て「
よ
く
ば
り
農
業
小
学

校
」。
サ
ツ
マ
イ
モ
や
エ
ダ
マ
メ
、
ス
イ

カ
の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
を
行
な
い
、
最

終
回
は
み
ん
な
で
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
す
。

親
子
合
わ
せ
て
１
０
０
人
以
上
と
、
と
て

も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
の
は
と
て
も
難
し

い
で
す
が
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
体
験
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
の
先
輩
方
に
は
日
頃
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
て
、
他
愛
な
い
会
話
か
ら

栽
培
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
親
身
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
農
業
を
通
し
た
つ
な
が
り

も
私
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
す
。
今
後
も
青
年
部
で
行
な
う
イ
ベ
ン

ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、

伝
統
あ
る
技
術
を
守
り
継
承
し
、
次
世
代

へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　

女
性
部
の
講
師
と
し
て
５
年
ほ

ど
前
か
ら
、
正
月
に
飾
る
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い
ま
す
。

菊
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ラ
な
ど
、

ど
れ
も
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

自
宅
の
庭
で
簡
単
に
手
に
入
る
身

近
な
花
を
使
い
、
安
く
て
も
豪
華

に
見
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
カ

ス
ミ
草
を
使
う
と
よ
り
華
や
か
に
な

り
、
松
や
折
り
紙
で
作
っ
た
鶴
な
ど

も
正
月
ら
し
さ
を
演
出
し
ま
す
。

　

見
本
を
見
な
が
ら
自
分
で
配
置
を

決
め
た
り
、
茎
の
長
さ
を
調
整
し
て

高
さ
を
変
え
て
み
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
作
る
と
大
変
で
す
が
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
作
業
す
る

の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。
毎
年

恒
例
の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

新
年
を
華
や
か
に
迎
え
よ
う 磐田支部

馬
ま

渕
ぶち

 富
ふ

美
み

子
こ

さん

［
P
R
O
F
I
L
E
］　
24
歳　

森
町
中
川

２
０
０
１
年
、
森
町
生
ま
れ
。
趣
味
は
祭
り
の
笛
の
練
習
。

２
歳
の
息
子
と
外
で
遊
ん
だ
り
、
散
歩
を
す
る
こ
と
が
仕

事
の
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
。

子どもたちに説明する女性部員

SDGsと女性部

子どもたちと豆腐作りに挑戦！

　竜洋女性部は11月7日、竜洋東小学校3年生14
人と父兄のボランティアと一緒に豆腐作りを行ない
ました。
　子どもたちは大豆から豆腐ができるまでを楽しく
体験しました。豆腐を作る過程でできたおからは、子
どもたちが持ち帰り家庭で味わいました。
最後まで無駄なく使うことができました♪

　10月10日、JA袋井支店の会議室で加工グループ交流会
を開催し、参加者41人が集まりました。
　袋井支部・浅羽支部・天竜支部それぞれから、ゴボウ味
噌やふわふわ（お菓子）、鶏ハ
ム、海老芋コロッケなど自慢の
商品が紹介され、試食をしな
がら交流しました。
　加工グループでは、新しい
仲間を募集しています！
　興味のある方は、各女性部
事務局までご連絡ください。

加工グループのこれからに向けて
交流会を開催！

　森町女性部は10月14日、JA森町ふれあい工房で
みそまん講習会を行ない、37人が参加しました。
　講師には、浅羽支部のときめきお助け隊の寺田
芳子さんを招きました！浅羽のみそまんは白あんで、
森町とは違うところ
や、作り方を丁寧に
教えてくれました。
　出来立てあつあ
つのみそまんを試
食して幸せな笑顔
が溢れました♪

もりもり倶楽部
みそまん講習会

みそまんを作る参加者

交流会終了後の販売会の様子

支部活動

森町支部
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森
町
の
農
業
を
通
じ
て

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

杉す
ぎ

本も
と 

寛ひ
ろ

登と

さ
ん

栽培
品目

 

─ 

茶
、
レ
タ
ス

このページや女性部に関するお問合わせ
営農企画課　☎0538-36-7014

ベ
テ
ラ
ン
２
人
の
背
中
を
見
て

　

地
元
の
企
業
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
祖
父
が
農
業
を
営
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
２
０
２
４
年
に
就
農
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
は
親
し
み
が

あ
り
、
い
つ
か
は
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
経
験
し
て
み
る
と
、

日
々
変
化
す
る
天
気
や
気
候
に
左
右
さ
れ

る
環
境
の
中
で
、
安
定
的
に
生
産
す
る
こ

と
の
難
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
祖
父

や
叔
父
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
２
人
の
仕
事
の
速
さ
や

先
を
読
む
力
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
も
経
験
を
積
ん
で
、
い
つ
か
は

尊
敬
す
る
２
人
の
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、
話
し
合
い

な
が
ら
協
力
し
て
農
業
が
で
き
る
環
境
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
作
っ
た
農
産
物
を
食
べ

て
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
人
の
笑
顔

に
も
励
ま
さ
れ
、
就
農
し
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
楽
し
み
た
い

　

青
年
部
の
活
動
で
は
、「
森
町
農
業
小
学

校
」と
い
う
企
画
を
１
年
通
し
て
行
な
っ
て

い
ま
す
。
題
し
て「
よ
く
ば
り
農
業
小
学

校
」。
サ
ツ
マ
イ
モ
や
エ
ダ
マ
メ
、
ス
イ

カ
の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
を
行
な
い
、
最

終
回
は
み
ん
な
で
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
す
。

親
子
合
わ
せ
て
１
０
０
人
以
上
と
、
と
て

も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
の
は
と
て
も
難
し

い
で
す
が
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
体
験
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
の
先
輩
方
に
は
日
頃
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
て
、
他
愛
な
い
会
話
か
ら

栽
培
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
親
身
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
農
業
を
通
し
た
つ
な
が
り

も
私
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
す
。
今
後
も
青
年
部
で
行
な
う
イ
ベ
ン

ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、

伝
統
あ
る
技
術
を
守
り
継
承
し
、
次
世
代

へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　

女
性
部
の
講
師
と
し
て
５
年
ほ

ど
前
か
ら
、
正
月
に
飾
る
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い
ま
す
。

菊
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ラ
な
ど
、

ど
れ
も
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

自
宅
の
庭
で
簡
単
に
手
に
入
る
身

近
な
花
を
使
い
、
安
く
て
も
豪
華

に
見
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
カ

ス
ミ
草
を
使
う
と
よ
り
華
や
か
に
な

り
、
松
や
折
り
紙
で
作
っ
た
鶴
な
ど

も
正
月
ら
し
さ
を
演
出
し
ま
す
。

　

見
本
を
見
な
が
ら
自
分
で
配
置
を

決
め
た
り
、
茎
の
長
さ
を
調
整
し
て

高
さ
を
変
え
て
み
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
作
る
と
大
変
で
す
が
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
作
業
す
る

の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。
毎
年

恒
例
の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

新
年
を
華
や
か
に
迎
え
よ
う 磐田支部
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気に！
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特
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能
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指
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循
環
型
農
業

農
で
輝
く
人

森
町
の
農
業
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り
を
大
切
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〜 S N S で 情 報 発 信 中 〜

JA遠州中央 
LINE公式アカウント

JA遠州中央 YouTube

JA遠州中央 Instagram
@enchu_gram

JAネットローンの
情報・仮申込はこちら▶

JA遠州中央


